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うとした。界面活性剤を用いて精製されたチトクロム b5 は分子量約120 ， 000 の会合物であるが，尿素








止すること， これに伴ってチトクローム b5 (cyt b5 ) および NADPH-チトクローム C の還元酵素が
選択的に可溶化されることを述べている。また密度勾配遠心法を巧みに利用して，デキストランのよ
うな高分子化合物は小胞の内部に入り得ないことを証明した。これらの知凡から， ミクロゾーム滑面
小胞は半透性の映をもっ閉じた袋であって， cyt b5 や NADPHーチクトローム C 還元酵素は小胞膜
の外側の層に局在しているものと推定している。
第 2 部では，フォスフォリパーゼ C(PLase C) の滑面小胞に対する1'1:H:Jを検討し，小胞膜中のリン
脂質の中でこの酵ぷによって作用を叉け得るレシチンおよびスフィンゴミエリン(全リン脂質の約
60%) はすべてそのフォスフォリノレコリン基が切断されるが，蛋白質の可溶化は殆んど起らない乙と
を確認した。乙れらの事実は小脂膜中のリン脂質の親水性基は外からの PLase C の攻撃を受け得る
状態に存在することを示唆するものであって，膜構造 l乙関する従来の「単位脱仮説」に再検討を要求
するものである。




第 5 部においては， ミクロゾーム小胞より cyt b5 を主として界面活性剤の作用により可溶化精製
し，乙れが従来蛋白分解酵素によって分離精製されたものと異なり，親水性の活性部分と疎水性の部
分より成る特殊な蛋白質であり，小胞膜にはその疎水性部分において結合していることを明らかにし
Tこ。
以上を要するに，伊藤君の業績は肝ミクロゾーム小胞肢の構造を多面的に検討し，多くの重要な知
見を明らかにしたものである。これらの知見は生体膜の構造に対する従来の定説に再検討を要求する
ものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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